
国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業

調
整
池
整
備
工
事

契約
　
　
Q　

　
A

　
　

請
負
金
額
６
億
５
，
６
７
０
万
円
で
古
郡
・
鈴
木
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結

を
す
る
も
の
で
す
。

　

調
整
池
完
了
後
、
子
供
た
ち
の
事
故
等
が
起
き
な
い

よ
う
対
策
の
取
れ
た
防
止
柵
や
注
意
喚
起
の
表
記
等
、

安
全
対
策
・
安
全
管
理
が
十
分
取
れ
た
設
計
か
。

　

工
事
着
工
前
に
地
域
住
民
に
は
工
事
概
要
等
の
周
知

を
図
り
、
安
全
対
策
に
努
め
る
。
工
事
期
間
中
は
高
さ

３
ｍ
の
仮
囲
い
を
し
て
、
防
音
や
防
塵
対
策
、
中
に
人

が
入
ら
な
い
対
策
を
取
っ
て
い
く
。
整
備
後
は
１
・
８

ｍ
の
フ
ェ
ン
ス
よ
り
若
干
高
め
に
し
、
南
の
公
園
側
は

よ
り
高
く
３
・
３
ｍ
に
し
て
ボ
ー
ル
等
が
入
ら
な
い
設

計
を
考
え
て
い
る
。

　

国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
調
整
池
整
備
工
事
を
複

合
施
設
建
設
と
同
じ
古
郡
・
鈴
木
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
落
札
し
た
。
一
か
月
足
ら
ず
の
間
に
予
定
金

額
の
合
計
63
億
４
，
３
９
０
万
円
の
公
共
工
事
を
一
者

応
札
で
３
連
続
落
札
。
し
か
も
平
均
落
札
率
99
・
67
％

は
全
国
に
も
例
が
な
い
。
入
札
者
が
一
者
だ
っ
た
場
合
、

再
入
札
を
行
う
自
治
体
も
有
る
中
で
、
第
３
者
機
関
の

設
置
も
必
要
な
い
と
す
る
深
谷
市
の
姿
勢
は
理
解
で
き

な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
議
会
の
役
割
を
果
た
す

た
め
議
案
に
反
対
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

村
川　

徳
浩

　

こ
の
工
事
の
入
札
も
市
内
業
者
19
者
を
対
象
と
し
、

最
大
限
参
加
可
能
な
一
般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
た
。
代

表
構
成
員
と
な
る
資
格
業
者
も
12
者
あ
り
、
最
大
９
つ

の
Ｊ
Ｖ
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
公
平
で
公
正
な
透
明
性
の
高
い
入
札
で
あ
る

と
考
え
る
。
落
札
率
が
高
い
か
ら
お
か
し
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
１
者
し
か
応
札
し
な
い
か
ら
お
か
し
い
、

反
対
討
論

賛
成
討
論

原
郷
上
野
台
線
街
路
築
造
工
事

契約
　
　
Q　

　
A

　
　

請
負
金
額
29
億
２
，
４
９
０
万
円
で
古
郡
・
第
一
石

産
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　

　

今
回
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
な
ぜ
応
札
が
１

者
な
の
か
。
落
札
率
は
適
正
な
の
か
。

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
対
象
も
県

内
ま
で
拡
大
し
、
35
者
で
実
施
し
て
い
る
。
結
果
と
し

て
１
者
で
あ
っ
た
。
入
札
執
行
に
当
た
り
定
め
た
予
定

価
格
の
範
囲
内
で
あ
り
、
落
札
率
は
適
正
と
考
え
る
。

　

深
谷
市
は
、
埼
玉
県
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
電
子
入
札

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
札
の
公
告
か
ら
入
札
完

了
ま
で
の
間
、
入
札
参
加
者
等
の
情
報
は
、
対
象
者
だ

け
で
な
く
発
注
者
も
含
め
て
分
か
ら
な
い
状
況
で
事
務

を
進
め
て
い
る
た
め
、
１
者
応
札
で
も
有
効
と
す
る
取

扱
い
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
埼

玉
県
や
、
近
隣
の
熊
谷
市
、
本
庄
市
も
同
様
で
あ
る
。

　

原
郷
上
野
台
線
街
路
築
造
工
事
を
古
郡
・
第
一
石
産

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
落
札
し
た
。
共
同
企
業

体
の
代
表
構
成
員
Ａ
社
は
、
令
和
２
年
と
３
年
に
合
計

３
件
の
事
故
を
起
こ
し
、
入
札
参
加
停
止
処
分
を
受
け

て
い
る
。
令
和
３
年
７
月
の
人
身
事
故
で
は
、
作
業
員

が
全
治
３
カ
月
の
重
傷
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
救
急

車
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
今
年
１
月
に
は
、
労
働
基
準

監
督
署
に
対
す
る
虚
偽
報
告
で
も
熊
谷
市
他
の
自
治
体

で
入
札
参
加
停
止
処
分
も
受
け
て
い
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
問
題
も
あ
り
反
対
で
あ
る
。　

   

村
川　

徳
浩

　

工
事
の
入
札
は
市
内
及
び
県
内
業
者
35
者
が
対
象
と

幅
広
く
、
最
大
限
参
加
可
能
な
一
般
競
争
入
札
で
行
わ

れ
た
。
開
札
す
る
ま
で
応
札
者
は
も
ち
ろ
ん
入
札
執
行

　
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例

　
　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の

返
還
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
削
除
す
る
等
の
改
正
で
す
。

　
　

反
対
討
論

賛
成
討
論

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

規約
　
　
Q　

　
A

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

　

紙
の
保
険
証
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国
民

健
康
保
険
証
と
の
違
い
は
あ
る
の
か
。　
　

　

被
保
険
者
証
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保
険

と
変
わ
り
は
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
疑
問

や
不
安
が
多
く
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も
従

来
の
保
険
証
が
使
い
や
す
い
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
利
用
し
な
い
方
も
多
い
。
今
な
お
多
く
の
方
が
現
行

の
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
議
案
に
反
対
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

　

本
規
約
変
更
は
、
「
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書

の
引
き
渡
し
及
び
返
還
の
受
付
」
と
あ
っ
た
も
の
か
ら

被
保
険
者
証
を
削
除
す
る
も
の
で
、
事
業
の
一
部
混
乱

を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
た
め
、
本
議
案
に
賛

成
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

健
一

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　
　
　

　
　
Q　

　
A
　

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
よ
る
経
過
措
置
の
内
容
は
。

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
廃
止
と
な
る
。
そ
の
後

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
。

　

令
和
６
年
12
月
２
日
時
点
で
現
に
交
付
し
て
い
る
有

効
な
被
保
険
者
証
は
そ
の
時
点
か
ら
最
長
１
年
間
、
有

効
期
限
が
そ
れ
よ
り
前
に
失
効
す
る
場
合
に
は
そ
の
有

効
期
限
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
罰
則
規
定
を
削
除
し
た
後
も
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
長
期
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
、
被
保
険
者
証
の
返
還
に
応
じ
な
い
方
に
は
引

き
続
き
過
料
を
科
す
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
は
任
意
で
あ
る
上
、

高
齢
者
に
は
利
用
が
難
し
い
。
ま
た
、
紛
失
し
た
時
の

手
続
き
が
心
配
、
災
害
時
や
停
電
の
時
に
は
使
用
で
き

な
い
、
自
分
の
情
報
が
漏
れ
な
い
か
な
ど
、
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
疑
問
や
不
安
が
多
い
。
更
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
て
も
従
来
の
保
険
証
が
使
い
や
す
い
と

し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
な
い
方
も
多
い
。
今

な
お
多
く
の
方
が
現
行
の
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
、

12
月
２
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
。
一
自
治
体
と
し
て
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
条
例
を

改
正
し
、
対
応
し
て
い
く
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
こ
の
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。   

富
田　
　

勝

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　
Q 　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A　

　
A

　
　
　
　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補正
　
　
Q　

　
A　

　
Q

　
　
　
A

小
中
学
校
給
食
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
や
公
共
施
設
の
修
繕
な
ど
、
合
わ
せ
て
27
億
２
４

９
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

公
立
保
育
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
み
ら
い
幼
児

園
お
か
べ
の
雨
漏
り
を
改
修
す
る
た
め
の
調
査
経
費
を

計
上
す
る
と
の
事
だ
が
、
い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
状
況
な

の
か
。

　

み
ら
い
幼
児
園
お
か
べ
の
雨
漏
り
調
査
に
つ
い
て
は
、

業
者
に
委
託
し
て
雨
漏
り
の
根
本
的
な
原
因
を
探
る
と

い
う
調
査
に
な
る
。
２
、
３
年
前
ま
で
は
１
年
に
１
回

程
度
、
多
少
の
雨
漏
り
が
あ
る
と
い
っ
た
報
告
を
受
け

て
い
た
。
最
近
、
雨
漏
り
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
今
年
度
は
既
に
４
回
報
告
を
受
け
て
い
る
。
雨

漏
り
を
し
て
い
る
箇
所
は
、
皆
で
集
ま
っ
て
お
遊
戯
な

ど
を
す
る
ホ
ー
ル
で
、
柱
を
伝
っ
て
水
が
垂
れ
て
き
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
は
調
査
を
行
い
、
原

因
を
探
り
、
こ
の
後
の
修
繕
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

担
い
手
育
成
事
業
に
お
け
る
、
令
和
７
年
度
の
、
例

え
ば
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
や
要
望
が
あ
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
る
自
治
体
が
多
い
。
本
市
も
そ
う
い
う
形
に
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。

　

再
生
協
議
会
の
主
体
で
あ
る
農
協
が
周
知
を
行
っ
て

お
り
、
農
家
へ
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
が
あ
る
と
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

議案Q&A・人事案件議案Q&A・人事案件 議案Q&A議案Q&A

者
で
さ
え
何
者
が
応
札
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中

で
行
わ
れ
、
公
平
で
公
正
な
透
明
性
の
高
い
入
札
で
あ

る
と
考
え
る
。
落
札
率
が
高
い
か
ら
お
か
し
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
１
者
し
か
応
札
し
な
い
か
ら
お
か
し

い
、
複
数
者
な
ら
正
し
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と
考

え
る
。
法
令
に
準
じ
た
適
正
な
入
札
の
結
果
が
こ
の
議

案
で
あ
る
た
め
、
賛
成
で
あ
る
。　
　
　
　

田
口　

英
夫

複
数
者
な
ら
正
し
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。

法
令
に
準
じ
た
適
正
な
入
札
の
結
果
が
今
回
の
議
案
で

あ
り
、
多
く
の
皆
様
が
早
期
の
完
了
を
待
ち
望
ん
で
い

る
事
業
で
あ
る
た
め
、
賛
成
で
あ
る
。  　

田
口　

英
夫

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
お
い
て
、
バ
ス
の

購
入
に
係
る
費
用
は
。

　

埼
玉
工
業
大
学
が
主
体
と
な
り
、
国
庫
補
助
金
を
活

用
す
る
。
市
は
、
埼
玉
工
業
大
学
へ
負
担
金
と
し
て
、

バ
ス
車
両
相
当
額
の
２
，
５
０
０
万
円
を
負
担
す
る
。

　

鉄
道
・
路
線
バ
ス
利
便
性
向
上
事
業
に
つ
い
て
、
年

間
で
い
う
と
５
０
０
万
円
の
補
助
額
に
な
る
が
、
今
後

も
深
谷
観
光
バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
を
続
け
て
い
る
限

り
、
補
助
を
続
け
る
の
か
。

　

補
助
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
深
谷
大
里
看
護
専

門
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
併
用
型
な
の
で
、
そ
の
負

担
金
と
、
運
賃
見
込
額
と
、
深
谷
市
と
、
こ
の
３
つ
の

要
素
か
ら
運
行
経
費
を
算
出
し
て
い
る
。
利
用
者
が
増

え
れ
ば
変
わ
っ
て
く
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
５
０
０
万
円

程
度
で
調
整
し
て
い
る
。

　

小
学
校
給
食
事
業
及
び
中
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て
、

給
食
費
補
助
が
増
額
に
な
っ
た
根
拠
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　

今
回
の
補
正
は
、
給
食
費
補
助
を
、
小
学
校
に
お
い

て
は
月
額
４
０
０
円
か
ら
９
５
０
円
に
、
中
学
校
に
お

い
て
は
月
額
５
０
０
円
か
ら
１
，
１
５
０
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。
引
き
上
げ
の
根
拠
と
し
て
は
、
埼

玉
県
学
校
給
食
会
が
提
供
し
て
い
る
「
学
校
給
食
用
一

般
食
材
価
格
表
」
に
お
い
て
、
前
回
引
き
上
げ
を
行
っ

た
令
和
４
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較
す
る
と
、
13
・

１
％
価
格
が
上
昇
し
て
い
た
。
こ
れ
を
考
慮
し
て
算
出

し
、
小
学
校
に
お
い
て
は
５
５
０
円
、
中
学
校
に
お
い

て
は
６
５
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

件
案
事
人■

深
谷
市
監
査
委
員　
　
　
　

田
島　

清
貴

た　

じ
ま　
　
　

き
よ　

た
か

　

野
口
髙
一
代
表
監
査
委
員
の
退
職
に
伴
い
、
後
任

の
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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